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平
成
28
年
、
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
第
52
回
芸
術
祭
で
は
、
一

般
公
募
４
年
目
と
な
る
、絵
画・彫
刻・

写
真
の
応
募
数
は
順
調
、
２
年
目
の

文
芸
作
品
公
募
で

は
特
に
ジ
ュ
ニ
ア

の
応
募
数
が
学
校

数
、
人
数
と
も
前

年
を
大
き
く
上
回

り
ま
し
た
。
芸
術

祭
全
体
の
入
場
者

数
も
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

11
月
26
日
に

は
、
表
彰
式
・
祝

宴
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
表
彰
式
後

の
祝
宴
は
部
門
を

超
え
て
会
員
同
士

が
交
流
で
き
る
数

少
な
い
機
会
で
す

の
で
、
も
っ
と
多

く
の
会
員
に
参
加

し
て
ほ
し
い
と
感

じ
ま
し
た
。

　

10
月
に
は
仙

台
・
大
邱
国
際
交

流
絵
画
・
写
真
展
が
芸
協
か
ら
12
名

が
訪
韓
し
、
大
邱
文
化
芸
術
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
展
示
作
業
、
役

員
交
流
協
議
の
後
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
大
歓
迎
を
受
け
、

一
人
一
人
に
花
束
が
贈
ら
れ
、
芸
術

交
流
を
通
し
て
の
相
互
の
芸
術
文
化

の
発
展
と
友
情
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
、
芸
術
は
概
念
そ
の
も
の
を
著

し
く
拡
大
、
複
雑
多
岐
の
変
化
を
伴

い
な
が
ら
進
行
し

て
い
ま
す
。
芸

術
協
会
と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
踏
襲
し
た

上
で
、
あ
ら
た
め

て
培
っ
て
き
た
時

間
の
価
値
・
軌
跡

を
見
つ
め
、「
今
」

そ
し
て
「
こ
れ
か

ら
」
を
考
察
し
、

基
盤
を
整
え
て
い

き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、

新
た
な
価
値
の
創

造
と
次
世
代
へ
繋

ぐ
た
め
の
魅
力
あ

る
芸
術
協
会
を
目

指
し
、
多
く
の
県

民
を
魅
了
し
続
け

る
強
い
求
心
力
を

も
っ
た
団
体
で
あ

り
た
い
、
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
よ
り

佳
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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平
成
27
年
９
月
25
日
に
開
幕
し
た

第
52
回
宮
城
県
芸
術
祭
は
、
各
事
業

が
成
果
を
挙
げ
な
が
ら
順
調
に
進

み
、
11
月
26
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
仙
台
で
表
彰
式
を
行
っ
た
。

　

表
彰
式
に
は
各
賞
の
受
賞
者
を
は

じ
め
、
芸
術
祭
関
係
者
、
来
賓
や
芸

協
会
員
ら
２
４
０
人
が
参
加
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
っ
て
、
芸
術
祭
会
長

の
大
場
尚
文
宮
城
県
芸
術
協
会
理
事

長
が
あ
い
さ
つ
。「
芸
術
祭

を
半
世
紀
に
わ
た
り
欠
か
す

こ
と
な
く
開
催
し
、
芸
術
文

化
の
振
興
に
努
め
て
来
た
の

は
、
芸
協
な
ら
で
は
の
力
で

あ
る
と
思
う
。
受
賞
者
の

方
々
は
、
長
年
に
わ
た
る
研

鑽
の
結
果
の
表
彰
で
あ
り
、

敬
意
を
表
し
ま
す
」
と
述
べ

た
。

　

引
き
続
き
芸
術
祭
名
誉
会

長
・
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事

の
あ
い
さ
つ
（
代
読
）
が
あ

り
、
主
催
七
団
体
代
表
者
と

来
賓
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

次
に
各
受
賞
者
65
人
の
表
彰
が
行

わ
れ
、賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

ま
た
、
宮
城
県
芸
術
協
会
功
績
者
19

人
の
表
彰
が
あ
り
、
大
場
理
事
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ

た
。
続
い
て
地
域
文
化
功
労
者
文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
た
２
人
と
、

宮
城
県
文
化
の
日
表
彰
（
教
育
文
化

功
労
）
の
７
人
が
紹
介
さ
れ
、
同
様

に
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

祝
宴
は
奥
山
恵
美
子
仙
台
市
長
の

あ
い
さ
つ
（
代
読
）
で
始
ま
り
、
受

賞
者
を
中
心
に
部
門
を
超
え
て
の
歓

談
で
交
流
が
深
ま
っ
た
。
華
や
か
で

有
益
な
２
時
間
で
あ
っ
た
。

　

今
年
度
か
ら
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

が
芸
術
祭
事
業
に
組
み
込
ま
れ
、
芸

術
祭
の
終
了
は
３
月
20
日
と
な
る
。

　

平
成
27
年
の
芸
術
祭
表
彰
式
で
、

功
績
者
表
彰
と
し
て
華
道
部
2
人
、

洋
楽
部
1
人
、
邦
楽
部
4
人
、
茶
道

部
12
人
の
計
19
人
が
受
賞
し
た
。
受

賞
者
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）。

［
華
道
部
］
野
上
豊
雅
（
小
原
流
）

吉
田
梅
汀
（
草
月
流
）

［
洋
楽
部
］
松
田
馥
子

［
邦
楽
部
］
梅
岡
友
紀
子
、
佐
藤
皖

山
、
宮
澤
寒
山
（
三
曲
）
杵
家
弥
孝

寿
（
長
唄
）

［
茶
道
部
］
東
海
林
宗
苑
（
表
千
家
）

遠
藤
宗
光
、
槙
野
宗
和
（
裏
千
家
）

奥
泉
京
舟
、
松
谷
綾
泉
（
三
彩
流
）

遠
藤
有
美
斎
（
石
州
清
水
流
）
大
槻

南
和
、
菅
原
南
冨
（
織
田
流
）
安
並

妙
美
（
武
者
小
路
千
家
）
伊
藤
純
和
、

大
友
純
尚
（
清
泉
幽
茗
流
）
川
崎
宗

凌
（
遠
州
流
）

　

仙
台
市
は
、
今
年
10
月
か
ら
文
化

施
設
を
含
む
市
民
利
用
施
設
の
使
用

料
値
上
げ
を
行
う
と
し
、
昨
年
11
月

24
日
か
ら
12
月
22
日
ま
で
市
民
か
ら

第52回宮城県芸術祭来場者数
事　　業　　名 入場者数

開会式 70
書道展 3,254
工芸展 1,681
華道展 3,372
写真展・写真公募展 3,092
彫刻展・彫刻公募展 3,268
絵画展（公募の部） 3,268
絵画展（会員展） 9,567
文学散歩 32
長唄演奏会 207
茶会 3,829
文芸祭 133
音楽会 439
絵画・書道展栗原展 332
表彰式 239

参 加 行 事
事　　業　　名 入場者数

第59回仙台三曲協会定期演奏会 380
第46回洋舞公演 980

意
見
公
募（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

を
実
施
し
た
。

　

市
民
が
芸
術
文
化
を
創
造
し
発
信

す
る
拠
点
と
な
っ
て
い
る
文
化
施
設

の
使
用
料
値
上
げ
は
、
市
の
芸
術
文

化
の
振
興
に
逆
行
す
る
も
の
で
、
創

立
以
来
50
年
以
上
も
宮
城
県
の
芸
術

文
化
の
振
興
・
発
展
に
尽
く
し
て
き

た
当
協
会
に
と
っ
て
は
、
看
過
で
き

な
い
問
題
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
12
月
22
日

に
大
場
尚
文
理
事
長
と
執
行
理
事
４

人
が
仙
台
市
役
所
を
訪
れ
て
稲
葉
信

義
副
市
長
と
会
見
。
文
化
施
設
の
使

用
料
値
上
げ
に
反
対
す
る
奥
山
恵
美

子
市
長
あ
て
の
意
見
書
を
提
出
し
、

値
上
げ
を
見
送
る
よ
う
強
く
要
望
し

た
。

　

市
の
資
料
に
よ
る
と
、
値
上
げ
は

段
階
的
に
行
わ
れ
、
最
終
的
に
は
か

な
り
大
幅
と
な
る
。
使
用
料
の
値
上

げ
は
、
当
協
会
会
員
の
個
展
・
リ
サ

イ
タ
ル
な
ど
を
は
じ
め
、
市
民
の
芸

術
活
動
に
大
き
な
支
障
と
な
り
、
活

力
あ
る
芸
術
文
化
の
発
展
を
阻
害
す

る
こ
と
は
明
ら
か
。
さ
ら
に
宮
城
県

や
仙
台
市
な
ど
と
の
共
催
で
続
け
て

い
る
宮
城
県
芸
術
祭
へ
の
、
深
刻
な

影
響
も
避
け
ら
れ
な
い
。

　

当
協
会
は
、
今
後
も
仙
台
市
に
使

用
料
値
上
げ
を
し
な
い
よ
う
働
き
か

け
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

第52回
芸術祭

11
月
26
日
に
表
彰
式

仙台市の文化施設使用料値上げ

芸術文化振興に逆行
＝市に反対意見表明＝

19
人
に
功
績
者
表
彰

大場尚文会長から賞を受ける書道部の佐藤象雲さん
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文
化
庁
の
平
成
27
年
度
地
域
文
化
功
労
者
に
対
す

る
表
彰
式
が
11
月
18
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
文
部
科

学
省
で
行
わ
れ
、
当
協
会
の
小
山
喜
三
郎
名
誉
会
員

（
絵
画
部
）、
柏
原
眠
雨
参
事
（
文
芸
部
）
の
両
氏

が
受
賞
さ
れ
た
。

　

地
域
文
化
功
労
者
表
彰
は
、
全
国
の
各
地
域
で
芸

術
文
化
の
振
興
、
文
化
財
の
保
護
な
ど
に
功
績
の

あ
っ
た
個
人
、
団
体
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　

小
山
名
誉
会
員
は
「
画
家
と
し
て
永
年
、
優
れ
た

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
宮
城
県
芸
術
協
会
理
事
長

な
ど
を
務
め
、地
域
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
」

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。
創
立
当
初
か
ら
の
芸
協
会
員

で
、
評
議
員
、
理
事
、
常
任
理
事
、
副
理
事
長
を
歴

任
し
、平
成
18
年
か
ら
24
年
ま
で
は
第
８
代
理
事
長
。

絵
画
部
長
も
務
め
た
。
昭
和
54
年
度
宮
城
県
芸
術
選

奨
、
平
成
15
年
文
化
の
日
表
彰
を
受
賞
。

　

柏
原
参
事
は
「
永
年
に
わ
た
り
、
俳
人
と
し
て
優

れ
た
活
動
を
行
い
、
宮
城
県
芸
術
協
会
参
事
な
ど
を

通
じ
て
地
域
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
」
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
。
昭
和
57
年
に
芸
協
に
入
会
し
、
評

議
員
、
理
事
を
歴
任
、
平
成
22
年
か
ら
参
事
。
平
成

12
年
度
宮
城
県
芸
術
選
奨
、
平
成
16
年
文
化
の
日
表

彰
、
平
成
26
年
春
の
叙
勲
で
瑞
宝
中
綬
章
を
受
賞
。

　

俳
句
の
新
年
の
季
語
の
一
つ
に

「
七
福
神
詣
」
が
あ
る
。
元
日
か
ら

七
日
ま
で
の
間
に
、
七
福
神
の
祀
ら

れ
て
い
る
寺
社
七
つ
を
巡
拝
す
る
も

の
で
、
江
戸
中
期
か
ら
庶
民
の
間
に

盛
ん
に
な
っ
た
新
年
行
事
で
あ
る
。

　

七
神
を
福
神
と
し
て
崇
め
る
風
習

は
、
す
で
に
室
町
時
代

に
成
立
し
た
。
そ
の
福

神
は
恵
比
須
、
大
黒
天
、

毘
沙
門
天
、
弁
財
天
、

福
禄
寿
、
寿
老
人
、
布
袋
の
七
神
で

あ
る
。

　

恵
比
須
は
日
本
の
神
で
、
西
宮
神

社
祭
神
の
蛭
子
命
。
漁
業
海
運
の
神

で
商
売
の
神
に
も
な
っ
た
。
大
黒
は

イ
ン
ド
の
神
で
、
中
国
に
入
っ
て
厨

神
と
な
り
、
日
本
で
は
大
国
主
命
に

　

本
年
度
の
部
長
会
議
は
、
第
２
回

が
12
月
4
日
、
第
３
回
が
１
月
15
日

に
芸
術
協
会
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

　

第
２
回
会
議
で
は
「
第
52
回
芸
術

祭
に
つ
い
て
」「
各
部
に
お
け
る
正
会

員
の
拡
大
に
つ
い
て
」
が
、
議
題
と

な
っ
た
。
芸
術
祭
関
係
で
は
、
今
年

度
の
反
省
点
や
次
年
度
へ
の
課
題
が

話
し
合
わ
れ
「
各
流
派
が
部
門
の
デ

付
会
さ
れ
、
農
の
神
と
な
っ
た
。
毘

沙
門
は
多
聞
天
に
同
じ
で
、
イ
ン
ド

神
話
で
は
財
宝
の
神
で
あ
る
。
弁
天

は
イ
ン
ド
の
水
の
神
で
、
仏
教
で
は

財
福
や
知
恵
の
神
と
さ
れ
た
。
福
禄

寿
と
寿
老
人
は
中
国
の
道
教
の
神
。

現
世
利
益
と
不
老
長
寿
を
代
表
す

る
。
布
袋
は
中
国
に
実
在
し
た
禅
僧

で
、
そ
の
福
相
が
尊
ば
れ
た
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
七
福
神
は
出

自
が
ま
ち
ま
ち
で
、
国
際
色
も
豊
か

で
あ
る
。
七
福
信
仰
は
、
日
本
人
が

他
国
の
文
化
を
努
め
て
受
容
し
、
他

民
族
か
ら
学
ぶ
べ
き
も
の
を
進
ん
で

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
新
企

画
が
好
評
だ
っ
た
」（
華
道
部
）「
入

場
者
の
減
少
が
目
立
つ
巡
回
展
の
在

り
方
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
」（
絵

画
部
）
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

正
会
員
の
拡
大
に
つ
い
て
は
「
部

内
に
会
員
推
挙
委
員
会
を
つ
く
り
、

公
募
展
入
賞
者
だ
け
で
な
く
、
ス
キ

ル
の
高
い
作
家
の
勧
誘
も
行
っ
て
い

吸
収
す
る
姿
勢
の
表
れ
と
も
言
え
よ

う
。
日
本
人
が
国
際
人
と
し
て
、
宗

教
上
の
寛
容
の
心
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
る
証
左
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　

現
今
の
世
界
に
は
国
家
民
族
の
抗

争
や
宗
教
宗
派
の
対
立
が
絶
え
な
い

が
、
七
福
受
容
の
日
本
人
の
こ
の

逞
し
い
寛
容
の
精
神

が
浸
透
し
て
ほ
し
い

も
の
と
つ
く
づ
く
思

う
。

　

仙
台
に
も
七
福
霊
場
が
組
織
さ
れ

て
い
る
。
屋
上
に
恵
比
須
神
社
を
祀

る
藤
﨑
デ
パ
ー
ト
に
は
、
出
開
帳
と

称
し
て
年
頭
に
そ
の
七
神
が
集
結
し

て
く
る
。
地
下
鉄
東
西
線
開
業
で
便

利
に
な
っ
た
藤
﨑
に
出
向
い
て
、
今

年
も
世
界
平
和
を
祈
念
し
て
き
た
。

七
　
福
　
神

参
事
　
柏
原
眠
雨
（
文
芸
部
）

文
化
の
日
表
彰
は
７
氏
に

　

宮
城
県
の
平
成
27
年
文
化
の
日
表

彰
が
11
月
6
日
、仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
。
当
協
会
か
ら
は
、
教

育
文
化
功
労
の
分
野
で
7
氏
が
選
ば

れ
、
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
か
ら
表

彰
を
受
け
た
。
受
賞
者
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
）。

菊
地
勝
彦
（
文
芸
部
・
詩
）
佐
治
英

子
（
文
芸
部
・
俳
句
）
跡
部
高
染
（
絵

画
部
・
洋
画
）
本
間
潔
（
工
芸
部
・

木
竹
芸
）
草
刈
光
露
（
華
道
部
・
小

原
流
）
中
塚
仁
（
書
道
部
）
千
葉
蒼

玄
（
書
道
部
）

る
」（
絵
画
部
）「
各
団
体
や
結
社
の

指
導
者
に
声
掛
け
し
な
が
ら
入
会
者

を
増
や
し
て
い
き
た
い
」（
書
道
部
・

文
芸
部
）「
部
の
名
称
を
変
え
て
多

く
の
分
野
の
芸
術
家
が
入
会
で
き
る

よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
」（
演
劇
部
）

な
ど
、活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

第
３
回
会
議
の
議
題
は
「
平
成
28

年
度
予
算
に
つ
い
て
」
と
「
各
部
か

ら
の
理
事
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い

て
」
で
、
各
部
に
対
し
て
来
年
度
予

算
案
の
作
成
（
２
月
19
日
ま
で
）
と

理
事
候
補
者
の
推
薦
（
２
月
26
日
ま

で
）
が
要
請
さ
れ
た
。

地域文化功労者文部科学大臣表彰

小山、柏原両氏が受賞

部
長
会
議
を
開
催

芸
術
祭
・
来
年
度
予
算
な
ど
議
題
に

新春随想
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第
52
回
宮
城
県
芸
術
祭
受
賞
者（
会
員
）

部　　　門 作　　品　　名 氏　　　　　名
宮 城 県 芸 術 祭 賞 書 道 部 錢 起 詩 　 （漢　字） 佐　藤　象　雲 （仙台市）

工 芸 部 紬 着 物“室 生 薫 風”（染　織） 安　倍　まゆみ （仙台市）
彫 刻 部 移 ろ い 行 く 街 赤　井　靖　武 （塩竃市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 花 三　浦　ひろみ （横浜市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 森 の ス テ ー ジ　 ２ ０ １ ５ 其　田　マ　サ （仙台市）
文 芸 部 花 野 風 （俳　句） 鈴　木　幸　子 （大河原町）

宮 城 県 知 事 賞 書 道 部 遠 き も の （墨　象） 千　葉　華　紅 （大崎市）
工 芸 部 有線七宝幾何文花瓶（七　宝） 佐　瀬　たか子 （岩沼市）
写 真 部 深 山 曙 吾　妻　克　美 （大河原町）
彫 刻 部 終 息 と 誕 生 の 風 景 日　下　育　子 （仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 葉 月 の 朝 に 岩　渕　仁　子 （富谷町）
絵 画 部（ 洋　 画 ） Ｌ ａ ｎ ｄ ｓ ｃ ａ ｐ ｅ　 町　田　美　野 （名取市）
文 芸 部 砂 浜 は　 貝 の 褥　 （詩）　 及　川　良　子 （気仙沼市）
文 芸 部 時 の ほ と り に（短　歌） 菊　地　かほる （大崎市）
文 芸 部 夏 つ ば め （俳　句） 鈴　木　清　子 （柴田町）
文 芸 部 病 葉 の 唄 （川　柳） 菅　野　　　實 （仙台市）

仙 台 市 長 賞 書 道 部 い に し へ の（か　な） 畠　山　秋　玲 （仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 宿 る 新　藤　圭　一 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） ハ チ ガ ツ ナ ノ カ 本　田　　　崇 （大河原町）

河 北 新 報 社 賞 書 道 部 明 哲 保 身 （篆　刻） 佐　藤　吏　陵 （仙台市）
工 芸 部 B o w l （陶　芸） 市　岡　　　泰 （利府町）
写 真 部 む が し あ っ た づ も な あ ～ 渡　部　うめ子 （仙台市）
彫 刻 部 cHOUKOkU 息 吹 つ つ む 板　持　　　彰 （仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 赫 夏 佐々木　智　朗 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 叢 和　田　三　夫 （仙台市）
文 芸 部 赤 い 月 （短　歌） 佐久間　すゑ子 （仙台市）

宮城県教育委員会教育長賞 書 道 部 辛 抱 （少　字） 佐々木　藤　恵 （塩竃市）
工 芸 部 藍釉しのぎイッチン花文組皿（陶芸） 中　山　晴　代 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 遙 か 小　野　由貴子 （仙台市）

宮城県教育委員会教育長新人賞 書 道 部 闡 濟 大 猷 （篆　刻） 遠　藤　珠　玉 （多賀城市）
書 道 部 翔 （墨　象） 大　庭　幸　石 （大崎市）
工 芸 部 海 の 中 （陶　芸） 大　沼　明　子 （仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 葡 萄 富　樫　清　子 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 刻 千　田　秀　子 （美里町）

仙台市教育委員会教育長賞 書 道 部 秋 霖 の 景 色（近代詩文） 木　村　笙　園 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 風 の 旋 律 菅　原　典　子 （仙台市）

宮城県議会議長賞 書 道 部 王漁洋詩　與孫豹人周星公往白鹿洞次迴流山（漢字） 佐々木　芝　翠 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 記 憶 の 刻 山　口　優　子 （名取市）

仙台市議会議長賞 書 道 部 t i m e （墨　象） 千　葉　四　帆 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 風 の 譜　 ‐ 第 ２ 楽 章 ‐ 佐　野　福　代 （仙台市）

公益財団法人宮城県文化振興財団賞 書 道 部 う た の 会 （か　な） 黒　田　清　苑 （岩沼市）
書 道 部 刻 露 清 秀 （篆　刻） 村　山　柳　雅 （仙台市）
書 道 部 蓮 を 巡 る （近代詩文） 下　田　真　菜 （仙台市）
工 芸 部 赤 陶 象 嵌 草 文 水 指（陶　芸） 島　見　美由紀 （岩沼市）
写 真 部 威 風 小　住　正　吾 （大崎市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 想 ・ い だ く 佐　藤　美栄子 （仙台市）
文 芸 部 も の の 影 （短　歌） 半　澤　　　裕 （仙台市）

公益財団法人カメイ社会教育振興財団賞 絵 画 部（ 日 本 画 ） ひ と り 三　浦　　　孝 （大崎市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 無 題 伊　藤　宏　子 （仙台市）

菅 野 美 術 館 賞 彫 刻 部 俺 と い う 奴 は 松　下　文　久 （石巻市）
門 伝 勝 太 郎 賞 書 道 部 宋 褧 詩 （漢　字） 鈴　木　霽　月 （仙台市）

絵 画 部（ 洋　 画 ） E L L E M E N T S - 透 命 - 齋　藤　正　和 （仙台市）
宮城県芸術祭奨励賞 書 道 部 感 （少　字） 熊　谷　青　山 （仙台市）

書 道 部 夢 を 繋 い で（近代詩文） 太　田　栄美子 （仙台市）
書 道 部 幽 窓 （漢　字） 佐々木　鳳　堂 （大崎市）
書 道 部 白いたんぽゝの詩（近代詩文） 武　山　櫻　子 （気仙沼市）
書 道 部 あ り の ま ま に（近代詩文） 岩　崎　邦　彦 （大崎市）
書 道 部 呉 蘭 雪 詩 （漢　字） 遠　藤　芙　蓉 （富谷町）
写 真 部 L i s t e n  T o  T H E  T r e e s 小　出　一　郎 （大崎市）
写 真 部 向 こ う へ 関　口　洋　美 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 刻 は 巡 る 堀　井　明　美 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） い の ち 石　川　由巳子 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） prologue ２ ０ １ ５ -Ⅴ 鈴　木　千　津 （石巻市）
文 芸 部 明 日 へ 生 き る（川　柳） 千　葉　フ　ミ （仙台市）

宮 地 房 江 賞 工 芸 部 有線七宝水指「連景歌譜」（七宝） 松　本　幸　恵 （仙台市）
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平
成
27
年
度
の
研
修
旅
行
は
、
大

場
尚
文
理
事
長
を
団
長
に
10
人
が
参

加
し
、
11
月
16
日
か
ら
21
日
ま
で
５

泊
６
日
の
日
程
で
行
わ
れ
た
。

　

今
回
は
「
タ
イ
芸
術
と
の
交
流
と

古
都
巡
り
」。
タ
イ
北
部
の
チ
ェ
ン

マ
イ
、
チ
ェ
ン
ラ
イ
、
国
境
を
越
え

て
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
タ
チ
レ
ク
、
タ
イ

に
戻
っ
て
ア
ユ
タ
ヤ
、
バ
ン
コ
ク
を

巡
る
旅
と
な
っ
た
。

　

世
界
遺
産
と
な
っ
て
い
る
チ
ェ
ン

マ
イ
、
チ
ェ
ン
ラ
イ
、
ア
ユ
タ
ヤ
は

い
ず
れ
も
タ
イ
の
古
都
で
、
数
多
く

の
歴
史
遺
産
や
仏
教
寺
院
、
ヒ
ン

ズ
ー
教
寺
院
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
日
傘
や
タ
イ
シ
ル
ク
な
ど
の
伝

統
工
芸
や
古
く
か
ら
の
風
俗
も
伝
承

さ
れ
、
独
特
の
風
致
や
景
観
を
な
し

て
い
る
。
参
加
者
は
こ
う
し
た
タ
イ

文
化
に
触
発
さ
れ
、
思
い
思
い
に
写

真
撮
影
や
作
歌
な
ど
に
励
ん
だ
。

　

チ
ェ
ン
マ
イ
で
は
、
こ
の
地
域
の

歴
史
・
文
化
の
展
示
や
美
術
展
な
ど

を
開
催
す
る
「
チ
ェ
ン
マ
イ
美
術
・

文
化
セ
ン
タ
ー
」を
訪
問
。タ
プ
チ
ィ

ム
・
ス
ハ
ウ
ォ
ン
ナ
ン
副
館
長
か
ら
、

チ
ェ
ン
マ
イ
芸
術
に
つ
い
て
の
話
な

ど
を
伺
い
、
館
内

の
展
示
を
視
察

し
た
。
そ
の
後
、

チ
ェ
ン
マ
イ
で
タ

イ
仏
教
画
を
研
究

し
、
著
書
も
出
版

し
て
い
る
画
家
ポ

ン
パ
ン
氏
の
ア
ト

リ
エ
を
訪
問
。
作

品
を
前
に
絵
画
に

つ
い
て
交
流
を
深

め
た
。

　

ま
た
、
タ
イ
国

境
を
越
え
た
ミ
ャ

ン
マ
ー
南
部
で
は
、
首
長
族
と
し
て

有
名
な
少
数
民
族
カ
レ
ン
族
の
村
で

の
美
し
い
民
族
衣
装
に
よ
る
舞
踊
の

見
学
や
タ
チ
レ
ク
の
自
由
市
場
訪
問

な
ど
で
、
異
文
化
を
満
喫
し
た
。

　

今
回
も
、
研
修
旅
行
全
体
を
通
し

て
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
参
加
者
同
士

の
部
門
間
交
流
が
図
ら
れ
、
充
実
し

た
有
意
義
な
研
修
旅
行
と
な
っ
た
。

　

第
52
回
宮
城
県
芸
術
祭
絵
画
展
受

賞
者
作
品
展
が
1
月
19
日
（
火
）
か

ら
24
日
（
日
）
ま
で
、
宮
城
県
文
化

振
興
財
団
と
の
共
催
に
よ
り
仙
台
市

青
葉
区
の
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー

ル
宮
城
５
階
展
示
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
展
で
は
、
第
52
回
宮
城
県
芸
術

祭
絵
画
展
の
会
員
受
賞
者
21
人
と
今

年
か
ら
新
た
に
加
わ
っ
た
公
募
の
部

受
賞
者
８
人
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
作
と

新
作
を
出
品
。
会
場
に
は
58
点
の
作

品
が
展
示
さ
れ
た
。

　

会
員
・
公
募
の
各
受
賞
者
、
日
本

画
と
洋
画
、
と
い
っ
た
様
々
な
作
品

を
一
つ
の
フ
ロ
ア
に
展
示
し
、
内
容

深
く
見
応
え
あ
る
作
品
展
と
な
っ
た
。

　

会
期
中
の
来
場
者
数
は
６
８
８
名
。

　

仙
台
市
の
定
禅
寺
通
り
で
催
さ
れ

る
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
テ
ー
マ
と
し

た
、
宮
城
県
文
化
振
興
財
団
と
宮
城

県
が
主
催
、当
協
会
が
共
催
す
る
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
10
月
末
日
に
応

募
が
締
め
切
ら
れ
た
。
応
募
者
数
は

24
人
、
応
募
作
品
数
は
65
点
。
当
協

会
写
真
部
が
審
査
を
行
い
、
入
賞
者

９
人
、
入
選
者
15
人
を
選
ん
だ
。

　

当
協
会
の
土
屋
瑞
穂
参
事

（
彫
刻
部
）
が
「
多
年
に
わ

た
り
美
術
界
の
発
展
と
芸
術

文
化
の
向
上
に
寄
与
」
し
た

と
し
て
、
第
65
回
（
２
０
１
５
年
度
）
河
北
文
化
賞
を

受
賞
。1
月
16
日
の
贈
呈
式
で
賞
牌
と
副
賞
を
受
け
た
。

　

土
屋
参
事
は
長
野
県
上
田
市
生
ま
れ
。
東
京
芸
大
卒

業
後
、
宮
城
教
育
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
。
１
９
６
０

年
に
は
院
展
で
最
高
賞
を
受
賞
。
キ
ュ
ー
バ
・
ハ
バ
ナ

市
に
立
つ
支
倉
常
長
像
な
ど
も
手
掛
け
た
。

　

当
協
会
で
は
平
成
４
年
か
ら
理
事
、
平
成
16
年
か
ら

参
事
を
務
め
、
長
年
運
営
と
発
展
に
尽
く
し
て
来
た
。

　

今
回
、
洋
楽
部
の
佐
藤
淳
一
氏
が
芸
術
監
督
を
務
め

る
仙
台
オ
ペ
ラ
協
会
も
、
河
北
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
展
は
12
月
11
日
か

ら
17
日
ま
で
に
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

ホ
ー
ル
宮
城
（
宮
城
県
民
会
館
）
で

開
か
れ
、入
場
者
は
３
５
８
人
で
あ
っ

た
。
入
賞
・
入
選
者
へ
の
表
彰
式
は
、

12
月
12
日
に
行
わ
れ
た
。

　

当
協
会
と
カ
メ
イ
美
術
館
の
共
催

に
よ
る
、
本
年
で
通
算
７
回
目
を
迎

え
る
絵
画
展
「
選
ば
れ
し
作
品
の
軌

跡
」
展
が
、
２
月
２
日
（
火
）
か
ら

３
月
13
日
（
日
）
ま
で
、
仙
台
市
青

葉
区
の
カ
メ
イ
美
術
館
で
開
か
れ
る
。

　

今
回
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
宮
城

県
芸
術
祭
の
芸
術
祭
賞
受
賞
作
品
の

中
か
ら
、
平
成
14
年
か
ら
26
年
ま
で

の
日
本
画
・
洋
画
を
展
示
す
る
。

　

２
月
13
日
（
土
）
に
は
作
家
に
よ

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
３
月
５
日

（
土
）
に
は
当
協
会
洋
楽
部
会
員
に
よ

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
る
。

チェンマイで現地画家と交流する参加者

＝タイ、ミャンマー研修旅行＝

現地画家との交流も

土屋瑞穂参事（彫刻部）

河北文化賞を受賞
フォトコンテスト作品展示会場

芸
術
祭
絵
画
展
受
賞
者
作
品
展

今
年
か
ら
公
募
受
賞
者
も

テ
ー
マ
は
祭
や
イ
ベ
ン
ト

定
禅
寺
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

カ
メ
イ
美
術
館
共
催
絵
画
展

「
選
ば
れ
し
作
品
の
軌
跡
」
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宮
城
県
芸
術
協
会
は
昨
年
暮
れ
、

奥
山
恵
美
子
仙
台
市
長
宛
て
に
、
市

民
利
用
施
設
の
使
用
料
見
直
し
（
値

上
げ
）
に
関
す
る
反
対
の
意
見
書

を
提
出
し
た
▼
昨
年
12
月
初
め
の

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
使
用
料
見

直
し
は
今
年
10
月
か
ら
実
施
の
予

定
。
１
９
８
３
年
度
以
来
33
年
ぶ
り

の
改
定
で
、
受
益
者
負
担
の
観
点
か

ら
各
施
設
の
建
設
以
降
の
物
価
上
昇

率
を
反
映
さ
せ
、
値
上
げ
幅
は
最
大

2
割
に
上
る
見
込
み
だ
と
い
う
▼

２
０
１
４
年
度
で
、
改
定
対
象
の
施

設
運
営
経
費
１
５
４
億
円
に
対
し
て

使
用
料
収
入
は
約
14
％
の
22
億
円
余

に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
が
主
な
値
上
げ
の

理
由
。
た
だ
し
、
行
政
の
理
屈
と
し

て
は
い
い
と
し
て
も
、
疑
問
も
残
る

▼
例
え
ば
、
公
設
民
営
の
よ
う
な
形

を
も
っ
と
広
げ
ら
れ
な
い
の
か
。
高

齢
社
会
の
中
で
、
高
齢
者
の
活
動
機

会
を
狭
め
る
よ
う
な
こ
と
は
い
か
が

な
も
の
か
。
何
よ
り
も
芸
術
・
文
化

へ
の
理
解
が
不
足
し
て
は
い
な
い
か
。

20
数
年
前
、
当
時
の
宮
城
県
知
事
が

「
芸
術
・
文
化
に
カ
ネ
を
出
す
の
は
、

カ
ネ
を
ど
ぶ
に
捨
て
る
よ
う
な
も
の
」

と
、
失
言
し
た
こ
と
が
あ
る
。
市
長

の
頭
の
中
に
、
こ
ん
な
考
え
は
な
い

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 

（
恂
）

　

宮
城
県
内
の
小
・
中
学
生
の
音
楽

的
資
質
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
毎
年

開
か
れ
て
い
る
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
今
年
度
か
ら
芸
術
祭
事
業
の
一

環
と
な
り
、
対
象
も
高
校
生
ま
で
拡

大
さ
れ
た
。
予
選
が
２
月
14
日
、
本

選
が
３
月
20
日
に
、
日
立
シ
ス
テ
ム

ズ
ホ
ー
ル
仙
台
（
仙
台
市
青
年
文
化

セ
ン
タ
ー
）
で
開
か
れ
る
。

　

審
査
員
は
予
選
を
当
協
会
洋
楽
部

会
員
が
、
本
選
を
多
美
智
子
氏
（
東

京
芸
大
名
誉
教
授
・
昭
和
音
楽
大
教

授
）
と
洋
楽
部
会
員
が
行
う
。

　

今
回
か
ら
、
受
賞
者
の
中
で
審
査

員
に
よ
り
選
ば
れ
た
演
奏
者
は
、
芸

術
祭
音
楽
会
や
受
賞
者
に
よ
る
ガ
ラ

コ
ン
サ
ー
ト
（
９
月
開
催
予
定
）
に

出
演
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

平
成
27
年
度
の
洋
楽
部
に
よ
る
み

や
ぎ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
は
、

２
月
28
日
（
日
）
に
、
当
協
会
、
宮

城
県
文
化
振
興
財
団
、
美
里
町
の
共

催
で
「
み
や
ぎ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
５
in
み
さ
と
」
と
し
て
、

美
里
町
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
第
一
部
「
吹
奏

楽

－

未
来
へ
の
響
き
」、
第
二
部
「
み

さ
と
音
楽
家
と
芸
術
協
会
会
員
と
の

饗
宴
」、
第
三
部
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

合
唱
の
魅
力
」
の
構
成
と
な
る
。

　

今
回
も
、
芸
協
会
員
に
よ
る
演
奏

だ
け
で
な
く
、
地
元
小
・
中
学
校
の

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
や
音
楽
団
体
と

の
共
演
が
企
画
さ
れ
、
地
域
と
の
交

流
や
学
校
の
音
楽
教
育
と
の
連
携
が

図
ら
れ
る
。

　

芸
協
事
務
局
の
書
架
に
は
、
こ

れ
ま
で
に
寄
贈
さ
れ
た
本
な
ど
、

１
２
０
０
冊
余
り
が
収
納
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
成
に
な
っ
て
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
会
員
の
著
書
を
主
に
、
芸
術
・

文
芸
団
体
、
結
社
な
ど
の
機
関
誌
や

同
人
誌
、
画
集
な
ど
も
揃
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
願
い
ま
す
。

　

お
探
し
の
本
や
同
人
誌
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
（
０
２
２

－

２
６
１

－

７
０
５
５
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆ 

第
4
回
子
供
の
た
め
の
邦
楽
コ
ン

サ
ー
ト

　

3
月
27
日

　

仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ

☆ 

第
11
回A
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.E.

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ンM
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A
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3
月
30
日
～
4
月
1
日

仙
台
市
太
白
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
第
79
回
河
北
美
術
展

4
月
23
日
～
5
月
4
日

藤
崎
本
館

☆2016

み
や
ぎ
を
魅
せ
る
書
展

4
月
29
日
～
5
月
4
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

北
村
裕
子
「
春
へ
の
誘い
ざ
ない
」
―
ド
イ

ツ
・
ロ
シ
ア
の
調
べ
―

５
月
７
日

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

会
員
の
受
賞
な
ど

◇
第
55
回
俳
人
協
会
賞

柏
原
眠
雨
句
集
「
夕
雲
雀
」

受
　
贈
　
書

歌
集「
ふ
う
せ
ん
か
づ
ら
」（
佐
藤
淑
子
）

謹
　
弔

絵
画
部
（
洋
画
） 

菊
池
福
子
殿

 

6
月
27
日

文
芸
部
（
俳
句
） 

長
棟
光
山
子
殿

 

12
月
17
日

文
芸
部
（
川
柳
） 

小
山
翠
泉
殿

 

12
月
19
日

絵
画
部
（
洋
画
） 

佐
藤
ク
ニ
虹
殿

 

12
月
29
日

新
入
会
員

【
洋
楽
部
】
吉
田
和
久
（
仙
台
市
泉
区
）

事
務
局
日
誌

会 

務 

報 

告

12
・
4　

部
長
会
議

○
第
52
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い
て

○ 

各
部
に
お
け
る
正
会
員
の
拡
大
に
つ

い
て

12
・
11　

理
事
会

○ 

平
成
28
年
度
予
算
の
編
成
方
針
に
つ

い
て

○
新
入
会
員
の
承
認
に
つ
い
て

○
理
事
候
補
者
数
の
配
分
に
つ
い
て

後
　
　
　
援

☆ 

第
8
回
河
北
新
報
小
・
中
学
生
紙
上

書
道
展

12
月
中
旬

河
北
新
報
朝
刊
紙
上

☆
第
28
回
い
ず
み
絵
画
協
会
展

12
月
5
日
～
11
日

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

☆
美
里
町
「
河
北
展
」

12
月
5
日
～
13
日

美
里
町
近
代
文
学
館

☆
第
33
回
メ
サ
イ
ア
コ
ン
サ
ー
ト 

12
月
12
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆
東
北
書
道
新
春
選
抜
展

1
月
30
日
～
2
月
3
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
33
回
白
土
会
展

2
月
18
日
～
23
日

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

☆ 

第
11
回D

ance C
om

petition in 
Sendai 2016

2
月
20
日
～
21
日

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

☆
第
75
回
春
の
い
け
ば
な
展

2
月
27
日
～
3
月
1
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
天
佑
台
湾
感
恩
公
演
in
み
や
ぎ

　

3
月
12
日

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５

２
月
28
日
に
美
里
町
で

寄
贈
図
書
の
活
用
を

今
年
は
高
校
生
ま
で
拡
大

第
36
回
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル


